高エネルギー加速器研究機構
大型シミュレーション研究成果報告書の作成について
2011年3月10日
平成22年度（平成22年10月から平成23年1月）の研究成果について、下記にように報告書の作成をお願いします。
提出書類は、「研究成果報告書」、「実施報告書」、「研究概要スライド」および必要な場合には、論文別刷のファイルとなります。提出の締切は2011年4月8日（金）となりますので、厳守されるようお願いします。提出された研究成果については、機構の関連する委員会に報告すると共にWebで公開します。提出されなかった場合には審査委員会に報告され、今後の課題申請時の審査の基準の１つとなりますのでご注意ください。
提出書類についての詳細説明
(1)「研究成果報告書」(wordファイル)

・当該年度の研究成果の概要を和文と英文で記入して下さい。
・研究成果をホームページで公開している場合は、アドレスを記入して下さい。
・ 研究成果の公表につきましては、研究発表件数、査読付きの学術論文数、国際会議等のプロシーディング論文数、その他（学位論文、紀要、投稿中の論文）の数にわけて記入して下さい。論文等につきましては、本機構の大型シミュレーション研究で行われたことがわかるものに限りますので、ご注意ください。２ページめ以降に、公表の詳細を記載願います。公表された学術論文等については、論文情報に加えて取得可能なurlを記載願います。ページは必要に応じて増やして頂いて構いません。関係する学位論文(修士、博士)がある場合は、その他の欄に記入して下さい。
(2)「実施報告書」(ファイルの形式は特に問いません)

特に、様式は問いませんが、Ａ４判縦用紙に横書きで次の事項をご記入願います。
1 研究組織
2 当該期間の実施報告の詳細
3 SR11000・BlueGene/Lシステム（2006年3月から2011年1月）の研究のまとめ（様式２）を別途1ページ以内で作成願います。
　　(3)「研究概要スライド」 (できるたけPowerPointファイル、PDFでも可)

　　　　研究の概要を、非専門家（高校生以上を想定して頂くとよいかと思います）向けに紹介　　するためのもので、プレゼンテーション形式のA4横書きで1枚で提出願います。例を http://ohgata-s.kek.jp/
に掲載しておきます。報告書への掲載、ウェブサイトでの公開を含め、掲示など広報に使用します。
(4) 論文別刷
　　　　「研究成果報告書」中で、リンク先urlがないものに関しては別途pdfを送付して下さい。
こちらで入手できないものについては、後日連絡させて頂くことがありますのでご協力願います。
ファイルの送付先：　〒305-0801　茨城県つくば市大穂１－１
          高エネルギー加速器研究機構　計算科学センター事務室　(Tel:029-864-5473)

　　　　　　木村　由実子 yumiko.kimura@kek.jp
お問い合わせ先：　石川　正　tadashi.ishikawa@kek.jp
高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究成果報告書（平成22年度）

（Brief report of the program）
　　年　　　月　　　日
	研究責任者名
Name
	
	所属機関
Affiliation
	

	受理番号
Proposal No.
	
	研究課題名
Program title
	


　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
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様式２
高エネルギー加速器研究機構・大型シミュレーション研究成果報告
SR11000・BlueGene/Lシステム（2006年3月から2011年1月）の研究のまとめ
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研究の目的、主に使った計算機、システムに関することなど、わかりやすく記載願います。

